
２

狭
山
市
障
害害
者
プ
ラ
ン
を
策策
定定

とと
もも
にに
支支
ええ
合合合合
いい
、、元元元元
気気
でで
安安安安
心心心心
しし
てて
暮暮暮暮
らら
せせ
るる
まま
ちち
をを
目目目目
指指
しし
てて

市
で
は
、狭
山
市
障
害
者
福
祉
計
画（
平
成
１０
〜
１４
年
）の

期
間
が
終
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、計
画
の
見
直
し
を
行
い
、新

た
に「
狭
山
市
障
害
者
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で
安
心
し
て
主
体

的
な
生
活
を
営
む
た
め
の
各
種
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
策
定
し
た
も
の
で
す
。今
月
は
、こ
の
計
画

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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措
置
制
度
か
ら
支
援
費
制
度
へ

近
年
、本
格
的
な
少
子
高
齢
化
社
会

の
到
来
と
と
も
に
、障
害
の
あ
る
方
の

人
口
は
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
に

比
例
し
て
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、

障
害
の
あ
る
方
の
高
齢
化
や
障
害
の

重
度
・
重
複
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、今
後
も
障
害
の
あ
る
方
の

増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、社
会

的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、市
民
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
も
多
様
化
し
、障
害
の
あ
る
方
の
自

立
と
社
会
参
加
の
意
欲
も
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う

な
中
で
、平
成
１５
年
度
か
ら
障
害
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、行
政
が
サ
ー
ビ

ス
の
受
け
手
を
特
定
し
、サ
ー
ビ
ス

の
内
容
を
決
め
る「
措
置
制
度
」か

ら
、利
用
者
が
自
分
で
選
択
し
契
約

す
る
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

「
支
援
費
制
度
」に
変
わ
り
ま
し
た
。

狭
山
市
で
も
進
む
高
齢
化

平
成
１５
年
の
埼
玉
県
の
人
口
に
占
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（千人）

身体障害者身体障害者身体障害者

知的障害者知的障害者知的障害者

難病患者難病患者難病患者

精神障害者

（年）

狭山市の障害者数の推移 グラフ１
（各年３月３１日現在）

年齢3区分別人口構成比の推移 グラフ２
（各年１月１日現在）

※身体障害者、知的障害者、精神障害者は、身体障害者手帳、療
育手帳、精神障害者保健福祉手帳の所持者。難病患者は特定
疾患医療給付および小児慢性特定疾患医療給付の受給者

め
る
狭
山
市
の
人
口
割
合
２
・
３
％

を
１
と
す
る
と
、障
害
の
あ
る
方
の

数
で
は
身
体
障
害
者
数
が
０
・
８５（
３

千
２
８
０
人
）、知
的
障
害
者
数
が
０・

８６（
５
２
２
人
）と
県
水
準
を
下
回
っ

て
い
る
も
の
の
、精
神
障
害
者
数
は

１
・
１４（
２
５
８
人
）、難
病
患
者
数
が

１
・
１３（
９
１
０
人
）と
多
い
数
値
が

出
て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
１
を
見
る
と
、狭
山
市
の

障
害
の
あ
る
方
の
数
は
、平
成
１０
年
に

４
千
１
４
７
人（
市
の
人
口
の
２
・
５

％
）で
あ
っ
た
の
に
対
し
、１５
年
に
は

４
千
９
７
０
人（
同
３
・
１
％
）と
増

え
て
い
ま
す
。ま
た
、グ
ラ
フ
２
で
は
、

１４
歳
以
下（
年
少
人
口
）、１５
歳
〜
６４

歳（
生
産
年
齢
人
口
）、６５
歳
以
上（
高

齢
者
人
口
）の
割
合
を
表
し
て
お
り
、

市
の
総
人
口
に
対
す
る
高
齢
者
人
口

が
、平
成
１０
年
に
は
１０
％
を
超
え
、１５

年
に
は
１３
・
８
％
と
増
加
し
て
い
る

の
が
分
か
り
ま
す
。県
の
１４
・
１
％
よ

り
は
低
い
数
値
で
す
が
、毎
年
増
え

て
い
る
状
況
で
す
。
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こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、障
害
の
あ

る
方
だ
け
で
な
く
、す
べ
て
の
市
民

が
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、住

み
慣
れ
た
地
域
や
家
庭
で
自
立
し
た

生
活
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。社
会
参
加
の
機
会

が
少
な
い
障
害
の
あ
る
方
の
た
め
に
、

就
業
、文
化・
ス
ポ
ー
ツ・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
、地
域
活
動
な
ど
へ
の

参
加
の
支
援
、国
際
化
の
進
行
、Ｉ
Ｔ

化
な
ど
の
急
激
な
社
会
経
済
状
況
の

変
化
に
対
応
し
た
学
習
機
会
の
提
供
、

情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
な
ど
、

Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活
の
質
）を
高
め
て
い
く

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。

狭
山
市
障
害
者
プ
ラ
ン
は
、障
害

の
あ
る
方
の
主
体
性
と
自
立
性
を
基

本
と
し
た
障
害
者
福
祉
施
策
を
総
合

的
、計
画
的
に
進
め
る
こ
と
を
目
的

に
策
定
し
ま
し
た
。こ
の
計
画
は
、市

の
基
本
計
画
と
な
る「
さ
や
ま
２
０

１
５
年
プ
ラ
ン
・
第
３
次
狭
山
市
総

合
振
興
計
画
前
期
基
本
計
画
」や
関

連
す
る
部
門
計
画
と
の
整
合
性
を
図

っ
た
、障
害
者
基
本
法
に
定
め
る
市

の
計
画
で
す
。計
画
の
期
間
は
、平
成

１５
年
度
か
ら
２４
年
度
ま
で
の
１０
年
間

で
す
が
、計
画
の
中
間
年
と
な
る
１９

年
度
に
見
直
し
を
行
う
ほ
か
、社
会

情
勢
な
ど
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

H１５
９１０
２５８
５２２
３，２８０
４，９７０

H１４
９２７
１８９
４９１

３，１２４
４，７３１

H１３
８２５
１７７
５０６

３，０２７
４，５３５

H１２
８４４
１４３
４９３

３，０４２
４，５２２

H１１
８０９
１１３
４７２

３，０１２
４，４０６

H１０
７７９
８０
４４４

２，８４４
４，１４７

難 病 患 者
精神障害者
知的障害者
身体障害者

計

H１５

２２，３５０

１１８，２４５

２１，６７１

１６２，２６６

H１４

２１，０４２

１１９，０２１

２１，９９４

１６２，０５７

H１３

１９，７５６

１２０，３３１

２２，４０９

１６２，４９６

H１２

１８，５５５

１２１，２６２

２２，９２２

１６２，７３９

H１１

１７，５６６

１２１，８７６

２３，４８０

１６２，９２２

H１０

１６，５５０

１２２，５９１

２４，１７５

１６３，３１６

６５歳以上

１５～６４歳

１４歳以下

計

特集 狭山市障害者プラン 自立と社会参加の実現を目指して

（単位：人）

（単位：人）


